
財団 設立趣意書

日本超小型原子炉開発公社
モンゴル通産局提出用
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モンゴル・



と原子力の可能性

戯素濃度の上昇に絲 温室効果、専門家から二酸化
半減しなければ大変なことになると警告されたの|まもう

も海面蒸発の増加による温暖化異常気象の加速、アジア

霧疑翫規習斯紫求翼ヒ撃整ヾ

曽加にようて人の住める地域の、
に確実で、送電線や風力発電設
憲の利用率低下は当然予想される
発電、潮力程度しかな〈、作り得る
れらの新エネルギーは先進国は
]の 19‰以上寄与することは出来

最近の石油の高騰により、バ為
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ギーの開発が出来ないのなら、
りを利用して、二酸化炭素放出
きない運命にあるのです。

象はあと15年後と言われ、人類社会に破局的な事態を
輸す可能性がある.のです:

象に,よるクライシスの到来とは、熱波「 ‐乾燥、風雨の増加、
発、900ヘクトパスカルを切1縁うなt風速が75mを超

台風やハリケーンの頻発、AOtんでいる地域の曇り日
どで、食糧生産に対する被害はアジア圏を中心に世界的

|こなることが予想されます。
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_i      二業用水の不足君秀夫里星 な腎ですc
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.Jjt型原子炉o必要性と特徴
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